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RitesOfPassegeに お け る言 葉 の 旅

吉 田 徹 夫

(序)

Goldingの 随 筆 集TheHot(intesに 収 め られ てい る小品 で,7,8歳 頃 の

餓鬼大 将 だった 自分 を思 い出 して綴 った"BillytheKid"と い う楽 しい随筆

が あ る。学校 に行 けばケ ンカが やれ る と楽 しみ に出か けるのだが,算 数 やお

祈 りの時間 な どが あった。言葉 それ 自体 が大好 きで,鳥 の卵 や切手 の ように

単語 を収 集 して いた この子 は,皆 が割 り算 を して い る時,"butt(barrel),

butter,butt(seegoat)"の よ うな言葉遊 びで時間 をつぶ した。 また祈 とう

文 を暗 唱 し な け れ ば い け な い の に,"suicide"と"seaside"を も じった

"sweeside"や
,"crescent"と"descant"を 組 み合 わせた"creskant"と い っ

た新語 を造 り唱 えていた。

学 習態度 が こん な調子 だか ら,当 然初 日か ら先生 に とが め られ るのだが,

そ の時の ことを作者 のGoldingは こ う書 いて いる"Onthisfirstday,

whenMisstaxedmewithmyapparentinactivity,Ismiledandsaid

nothing,butnothing,untilshewentaway."1Goldingは"apPear"の 形

容詞"apparent"を 用 いて,子 供 だ った 自分 が見 か けは と もか く,頭 の 方 は
"active"で あ

った こ とを匂 わせて いる。「角」と「酒 樽」の意味 を掛 けた"butt"

を 比 較 変 化 させ た り,新 語 を造 った りの 言葉 遊 び で叱 られ た子 供 時 代 の

Goldingと,40年 位 経 った後 も同 じよ うな言葉 の操 りをや ってい る作者 の彼

とが重 なって見 えて面 白い。2

い きな りGoldingの 子 供 時代 か ら書 き始 めたの は,三 つ子の魂百 まで,と

い うわ けで,"BillytheKid"発 表 か ら更 に20年 経 て刊 行 されたRitesOf

1.TheHot(lates(Faber&Faber,1965),p.160.

2.「40年 位」と記したのは,随 筆の最後で先生が くれた本に"BILLYGOLDING/

1919/PRIZEFOR/GENERALIMPROVEMENT"と 署名されたと書かれている

が,"BillytheKid"は1960年11月25日 のSpectatorに 発表されたものだからである。
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Passageに も,言 葉の多義性 を利用 した遊 びが主題 と絡 ませて実に巧みに生

か されているからである。

そもそ も 『通過儀礼』 という題名からして曰 くありげである。勿論,1909

年刊行の人類学の古典AmoldvanGennepのLes痂 θsdepassageを 利用

したものだが,Goldingが 小説で触れる主要な儀式は「赤道祭」で,"passage"

に 「航海」 と赤道の 「通過」 とが掛 けられている。そして この小説の主人公

が,植 民地のオース トラリアで初めて行政の仕事を行おうとする俗人の貴族

の子弟Talbotと,こ れ また英国国教会の牧師 になりたての聖職者Colleyと

いう二人の若者であってみれば,こ の赤道祭が,vanGennepが 最 も詳 しく

論述 している"InitiationRites"(第6章)と 重なっている筈である。Rites

OfPassageに おける言葉の多義的な意味の操作に目を向けなが ら,社 会にお

いて大人 としての役割 を果そうとする精神的過渡期にさしかかった二人の青

年の変容を探ってみたい。

(1)

この小説 は,Talbotが 自分の"godfather"で 政府の要職 にある貴族に書

くことを約束 した航海 日誌でできているのだが,全278頁 のうち,186頁 から

247頁 には,赤 道祭のあ と食 を断って死んでい くColley牧 師の妹宛ての手紙

が挿入 されていて,二 重構造になっている。そしてColleyの 手紙は,Talbot

が 日誌で記述 しているのとほぼ同じような出来事に触れているのである。

最初私たち読者は,船酔い,顔 つなぎの会見から起 るAnderson船 長 との確

執,船 長を見返すための乗客サルーンでの ミサ,紳 士 ・淑女の乗客や士官た

ちとの齪齪},赤 道祭 といった航海中の出来事を,上 流階級的優越感の強 い

Talbotが 高見の見物の気分 で独善的 に描 いているのを読んでいく。その後,

生 まれが良 くな くて階級的劣等感 を抱きながらも聖職者 としての使命感 に燃

える,し か も女好 きなTalbotと 対照的に,ホ モ的性 向をもつ内気なColley

が,同 じ事柄 を全 く違った態度で,つ まり真面目に自分をかかわらせながら

記述 していったのをTalbotと 共に読 むことになる。そしてTalbotが そうで

あるように,私 たちの判断が修正 を迫 られてい く。 この二人の若者の書 きも

のは対照をなしなが らも相補 の関係 にある。俗 と聖 をそれぞれ体現 した二人

は,身 なりや階級 といった外観や権威に対する姿勢において互いに光をあて

合い,言 葉への関心 も同程度に強いのである。
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俗 の主人 公で語 り手 で もあ るEdmundTalbotは,政 府要人 を後楯 に して

い るこ とを笠 に着 て,船 の 中で王様の よ うに我が もの顔 で振 舞 う とす るので

あ るが,全 く見込 みがな いわ けで はない。"myknowledgeofthesprings

ofhumanactionwasstillintheegg"と い う反 省が暗 示す る ように,3経

験 か ら学 ぼ う とす る姿 勢 は持 って い る。DonCromptonは,Talbotが

AustenのEmmaに 似 て,"snobbery"と"classconsciousness"は 強 力 で

あって も,"hehassomecapacityforgrowth-aninnategood

sense,areceptivitytothelessonsofexperience"と 評 して いる
。4彼 の学

ぼ うとす る知的好 奇心 は まず言葉 への興 味 に見 て取 る ことがで きる。

小説 は,"HonQuredgodfather,WiththosewordsIbeginthejoumal

Iengagedmyselftokeepforyou-nowordscouldbemore

suitable!"と い う,言 葉遺 い に気 を配 ったお世辞 で始 まるが
,そ の後8頁 弱続

く船 で の 初 日の 記 述 に は い くつ か イ タ リック ス の 語 が 現 れ る。"'tween

decks","mizzenmast","veer",t'gimbals"と い った海事 用語 が強調 されて

い るので あ る。 ナポ レオ ン との戦争 が続行 中の大西洋 を下 ってオー ス トラ リ

アへ向 うTalbotは,枕 許 に1769年 発 行 のFalconerの 〃 伽 η6a瞬o〃aη を

置 き,水 夫 た ちに負 けな い程 に"thetarrylanguage"を 話 せ るよ うになろ う

と決意 したの であ った。この海事用語 への関心 は,色 好 みの彼が,Coleridge

の 肖像 画 を描 いた画家Brocklebankの 娘,実 は情婦 らしいの だが,Zenobia

を ものにす る場面 を記述 す る時 に も発揮 され る ことにな るが,そ こに立入 る

前 に,Talbotの 言 葉へ の関心 が海 に関係 した用語 だ けに限 られ て はいな い

ことに注 目 して お きた い。

Talbotは,移 民 船 でかつ軍 船 で もあ る この船 の最先任 士官Summersに 招

待 され て客 用サル ー ンへ赴 くが,地 味 なグ レイの服 を着 た,ク エー カーの よ

うな物腰 のGranham嬢 に紹 介 され る。彼女 が士官 た ち と トランプ遊 びの話

を して いたの を知 ったTalbotは,彼 女 に取 り入 るつ も りで,「 ご教授 」("in-

struction")願 い た い と発 言す るが,こ れが裏 目に出 て しま う。

3.RitesofPassage(Faber&Faber,1980),p.146.以 下同作品からの引用は頁数

を本文中カッコ内に記す。

Now there was the devil of it. The smile vanished . That word

 4. A View from the Spire : William Golding's Later Novels (Basil Blackwell, 
 1985), p. 137.
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Talbotは,Exeter大 聖 堂 参事 会員 であ った父 が死 んだた め にGranham嬢

が オー ス トラ リアで家庭教 師 をせ ざ るを得 な くな った事情 を全 く知 らず に,

こ の"1ady"の ご機嫌 を取 るつ も りで軽 口 をたた いたので あ る。それが とんだ

シ ッペ返 しを受 ける ことに なったのだが,「 外延 」「内包 」 とい う論理学用 語

の導入 はユーモ ラスで,彼 の語 り口が深刻 にな るの を救 ってい るし,同 時 に

言葉 に対す る彼 の関心 が強 いこ とを示 してい る。

上 の 場 面 で は"instruction"を 意 識 的 に掛 け 詞 に した の で は な い が,

Zenobiaを 自分 の船室 で抱 こう とした ことをパ トロ ンに報 告す るTalbotの

筆 使 い には,こ の手 の言葉遊 びが意図的 に用 い られ て いる。

海 事 用語 の 「(敵船 に)横 付 けす る,乗 り込 む」(board),「 中 橋帆(ト ップス

"instruction" had a denotation for me and a connotation for the 

lady  ! 
 "Yes , Mr Talbot," said she, and I saw a pink spot appear in 

either cheek. "As you have discovered, I am a governess." 

 (P. 49)

We wrestled for a moment by the bunk, she with a nicely cal-

culated exertion of strength that only just failed to resist me, I with 

mounting passion. My sword was in my hand and I boarded her! 

She retired in disorder to the end of the hutch where the canvas 

basin awaited her in its iron hoop. I attacked once more and the 

hoop collapsed. The bookshelf tilted. Moll Flanders lay open on 

the deck, Gil Blas fell on her and my aunt's parting gift to me, 

Hervey's Meditations among the Tombs (MDCCLX) II vols London 

covered them both. I struck them all aside and Zenobia's tops'ls 

too. I called on her to yield, yet she maintained a brave if useless 

resistance that fired me even more. I bent for the main course. 

We flamed against the ruins of the canvas basin and among the 

trampled pages of my little library. We flamed upright. Ah ----- 

she did yield at last to my conquering arms, was overcome, ren- 

dered up all the tender spoils of war! (p. 86. T*f 6I A 6,.
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ル)」,「 主帆(メ ー ンセ イル)」(maincourse)は,相 手 の女性 の上 に 「乗 り移

り」,「服」 を はぎ取 って,食 事 の 「メイ ン ・コー ス」 よろ し く,彼 女 をいた

だ く,と いった性 行為 と掛 けてあ る。

Talbotは 自分 のパ トロ ンを楽 しませ るた め にかな り際 どい シー ンを記 述

して いるが,そ の際,言 葉 を遊 ばせ なが ら喜劇 に仕立 て てい る。だが,上 述

した ような,掛 け詞 を利 用 した言葉遊 びを命 名す る ことは してい ない。 それ

を"paranomasia"と 呼 ぶの は第 二の主 人公のColley牧 師 で,妹 に宛 てた手

紙 の中で この難か しい単語 を使 って いる。

(2)

この 手紙 は,先 に少 し触 れ たよ うに,ひ とりよが りな観 客Talbotの 視 点 か
ユ

ら語 られ た出来 事 を,観 られ てい る被害者 のColleyの 側 か ら説明 して い ると

い う形 をつ くっている。Goldingが 得 意 とす る,こ の複 眼的視点 を用 いた逆

転 の手法 に よって,俗 と聖,観 客 と参加者,独 善 の単純 さ と純 真の複雑 さと

いった対照 が浮か び出て くる。

TalbotとColleyと の 関係 につ いては,そ こにApolloとDionysus,つ ま り

"forcesofla
wandmorality"と"instinctivedrives"の 対 比 を見 た り,5

'"alateAugustanidiomofTaste ,EnlightenedGoodSenseand

Benevolence"と"aRomanticidiomofFeeling"6と の対 立 を読 み取 る批

評 がか な り定 着 しつつあ る。Talbotの"voice"が"saneandcomplacent

scepticism"の そ れで あ り,Colleyの は"passionatealthoughsometimes一

vagueandconfusedcommitment"の 声 だ とい うGindinの 評 も,上 と同 じ

く二人の書 きもの,性 格 を対 立,対 照の点 か ら把 えた もので あ る。7同 じ出来

事 を表 と裏 の両面 か ら読 ませ る この小説 の二重の語 りの構造 が,二 人 の若 者

の相 違点,対 照 を明 らか にす るの に適 してい る ことは否定 の余 地が ない こ と

であ るが,同 時 に二人 の相似点 をも私 たちに示 して くれ てい る。

Talbotに は"godfather"の 政 府 要 人 が 後 楯 と して つ い て い る よ うに,

Colleyに も,"ManstonPlace"に 心 遺 い す るよ うに とい う妹 へ の忠 告(P.

 5, S. J. Boyd, The Novels of William Golding (Harvester Press, 1988), p. 163. 
6. Mark Kinkead-Weeks & Ian Gregor, William Golding : A Critical Study 

  (Faber & Faber, 1984), p. 271. 
7, James Gindin, William Golding (Macmillan, 1988), p. 78.



6吉 田 徹 夫

187)が 暗 示す る如 く,後 援者 がいた よ うだ。 また,船 長 とその部下 たち に対

す る態度 において,Talbotが パ トロンの権 力 を利 用 して 自分の意志 を押 し

通 そう とす るの と同 じように,Colleyも 神 に身 を捧 げ る英国 国教 会の牧師 と

い う身分 に対 しては敬 意が払 われて 当然 だ とい う権威 意識 を強 く持 っていた。

それが祭服 とい う外観 の権 威 に頼 る ことへ と導 き,彼 は水夫 たちの なぶ りも

の になる。二 人の この ような姿 勢 は,船 の世 界 の支配 者で ある筈の船長 の権

威 を も各 々の権威 の下位 に位置 す る もの と見 な してい たため に,Anderson

船 長 の怒 りも不条理 な もの としか映 っていなか った。8

権 威 へ の こだわ りが暗 示す る ように,二 人 の青年 は見せか け,外 面 に弱 い。

Talbotは,Zenobiaが"hermiddleages"に 近 付 いてい るとわか っていな

が らも化粧上 手の彼女 に"amagicalyouthandbeauty"(P.66)を 見 て何

とか もの に しよう とす る。Colleyも ミサ をあ げている時 にろ うそ くの光 で

美 し く見 えた彼 女 を"ayoungladyofgreatpietyandbeauty"(P.211)

と記 して いる。 また平の水夫 で美少年 のBillyRogersに 対 す る判 断 におい

て も二 人 は よ く似 て いて,そ の顔 にTalbotは"wide-eyedcandour"(P.

252)を 見,Colley牧 師 は"themanlygrace","beautiesofmindand

spirit"(p.217)を 感 じ取 ってい る。

更 に二人 の青 年 に共通 す るものに,船 の造 りや そ こに働 く者 たち,そ して

海事 用語へ の関心が あ る。Talbotに つ いて は既 に触 れ た通 りだが,Colley

牧 師 も妹 に宛 てた手紙の 中で,"waist","ladders","yards","bowsprit"な

どの海事 用語 をイタ リック体 で強調 してい る。 そ してTalbotと 同 じよ うに,

Colleyも 掛 け詞の遊 びが好 きなので ある。

俗人 のTalbotは 女 を もの にす る場 面 を記述 す る時 に,海 事 用語 を掛 け詞

として用 いていたが,聖 職者 のColleyは 同 種 の用 語 を神 への思 いに掛 けて

い る。水平 線 に見知 らぬ船 の帆 を見 た時の不安 を妹 に次 の ように伝 えてい る。

8.船 長に対する二人の青年の共通 した態度を表すのにGoldingは 注意深 く"remiss"

という語を用いている(130,187,203の 各頁を参照)。

There was a sail appeared briefly on the horizon and I offered up a 

brief prayer for our safety subject always to HIS Will. However, I 

took my temper from the behaviour of our officers and men, though 

of course in the love and care of OUR SAVIOUR I have a far securer



Rites(ゾP御g6に おける言葉の旅7

Colleyは"anchor"を 斜 字体 に して,「 錨」とい う意味 だ けで な く,キ リス ト

を 「頼 みの綱 」 とす るとい う比 喩的意味 に掛 けてい るこ とに妹 の注意 を引 こ

う としてい るの だ。後 者の意味 につ いてJohnsonの 辞 書 は,"Itisused,by

ametaphor,foranythingwhichconfersstabilityorsecurity"と 説 明 し,

用 例 として 『ヘ ブラ イ人へ の手紙 』 の第6章,19節 が 挙 げ られて いる。 この

件 には"ananchorofthesoul,bothsureandstedfast"と い う句 が見 ら

れ る。 自分 自身 を,キ リス トの"thegreatArmy"の"thelastandlittlest

soldier"(p.240)と 見 なすColley牧 師 には,キ リス トが 「救 を全 うせ ん為 め

に,人 とな り,苦 難 を嘗め,誘 惑 を味ひ給 ひ しこ とを,高 調力説 して をる」9

このHebrewsは 熟 知 していた もの,であろ うし,作 者 のGoldingも そ うい う

読 み方 を期待 してい るか もしれ ない。

上 述 した"anchor"の 使 い方 は"paranomasia"と 呼 ぶ こ とが で き るわ け

だが,Colleyが 実 際 にこの用語 を用 いて いるのはや は り船 に関 した事柄 にお

いてで ある。彼 は自分 をオー ス トラ リアに乗 せて いって くれ る この老朽船 を

"thisstrangeconstructionofEnglishoakwhichbothtransportsand

imprisonsme"(p.223)と 言 及 す るの だが,そ の直後 に"transport"と い う

語 に は面 白い"paranomasia"が あ る と書 き加 えてい る。「運 ぶ,輸 送 す る」

とい う意味 に,"imprisons"と の 連想 で 「流刑 に処 す る」 とい う意 味,更 に

は 「夢中 に させ る,我 を忘れ させ る」 までが掛 け られてい よ う。

"paranomasia"はO
.E.D.の 第 二 版 の"paronomasia"の 項 に お い て"A

playingonwordswhichsoundalike;aword-play;apun"と 説 明 され

てい る。私 は 「掛 け詞 」 とい う日本 語 を充 てて きたが,そ れ は 「地 口」 よ り

も言葉 の多義性 を連想 させ て くれ るか らで,研 究社 の 『新英語 学辞馴 の説

明 を利用 させて もらうと,ル ネ ッサ ンス期 の修辞学 におけ る"pun"の 四 つの

下位 区分 の一つ としての「掛 けこ とば」(paronomasia)と い うよ りは,同 一 語

を異 なった意味 に用 いた 「多義 的地 口」(polysemanticpun)に 相 当す る と思

う。10Talbotの 使 った"board","maincourse",Colleyの"anchor",

"transPort"は そ の好 例 だが
,実 はこの小説 の タイ トル"passage"に もい く

つか の意 味が込 め られて いる。

9.山 谷省吾 『聖書入門』弘文堂,昭 和27年,208頁 。

10.『新英語学辞典』研究社,1983."pun"の 項参照(983頁)。

anchor than any appertaining to the vessel!(p. 187)
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(3)

この 小説RitesofPassageは 英 国か らオー ス トラ リアへ の航海 中の出来事

を,特 にColley牧 師 の死 を軸 に描 いてい て,"passage"が 第 一 に 「航海 」の

意 で用 い られてい るのは明 白なのだが,そ の使 い方 はい きな り最初 か ら出て

くる。 それ は既 に(1)で 引 用 した書 き出 しのパ トロンへの挨拶 の辞 に続 く,小

説 の4行 目か らのパ ラグ ラフの中で,"mypassagetotheothersideof

theworld","ourlongpassagefromthesouthofOldEnglandtothe

Antipodes"(P.3)と2回 使わ れて いる。 これ は勿論,船 の運行,地 理的空 間

移動 を指 してい るが,同 じ運行 で も太陽 のそれが掛 け られ てい るか もしれな

い。 それ は海 上での船 の位置 を知 るた めに,船 長,士 官た ちが太陽観測 を行

うが,そ れが"rite"と 言 及 され てい るか らであ る(37頁 参 照)。

船 が通過 して い く空 間 を絞 り,こ の小説 での大 きな出来事 が 「赤道祭」 で

あ るこ とを考 え合 わせ る と,"passage"が 赤 道通過(crossingtheequator)

を も指 してい る ことは明 らか で,こ の祭 は小説 で"ceremony"と 言 及 されて

いて,一 つの"rite"と み るこ とが で きる。 この儀 式 は,峠 を越 す時や渡河 の

場 合の儀礼 と同類 の もので,Gennepの い う 「空 間的通過儀 礼」(ceremonies

ofterritorialpassage)の 一 つ にあた るで あ ろう。11

あ る地点 か ら他 の地 点へ の移 動の範 囲 を更 に狭 めて船 の上 での空間移 動 を

考 える と,船 の 中央部,メ イ ン ・マ ス トの下 に引かれ た 「白線 」 に思 い至 る。

Talbotは,Colley牧 師 が祭服 を まとって この 白線 を越 え船 の前部 へ行 くの

を目撃 した時の ことを,"hecrossedthewhitelineatthemainmast

whichdelimitstheir〔thepeople's〕approachtousunlessbyinvitation

orforduty"(P.105)と 記 して い る。 また,急 進的社会 思想家 のPrettiman

が,婚 約 したGranham嬢 と船 首部へ 向 うの を見 て,"Iwatchedthempass

onoverthewhitelinethatseparatesthesocialorders"(P.274)と 述

べ る。「白線」は英 国階級社会 の境界線 を表 していて,Colley自 身 、 この線 は

"separatesusfromthecommonpeople
,betheyeitherseamenor

emigrants"(P.210)と 妹 に書 いてい る。 この英国老朽船 は,"ourfloating

11.A・ ファン・ヘネップ著 『通過儀礼』綾部恒雄,裕 子訳.弘 文堂,昭 和62年,18頁 。

英訳では 「空間的通過儀礼」に"ariteofspatialpassage"を あてている所もある

(TheRitesofPtzsstrge,tr.M.B.Vizedom&G.L.Caffee,TheUniversityof

ChicagoPress,1975,P.22)。
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society"(P.144)と 言 及 され る し,ま たTalbotの"ClassistheBritish

language"(p.125)と い う言葉 が端的 に示す よ うに,陸 の世界 の階級秩 序が

厳 然 と生 きて いる世 界なの であ る。「白線 」を通過 す る ことは この境界線 を犯

す ことで あって,Prettimanは 意 識 的 にそれ を行 うわ けで,そ れ を"social

passage"と 称 す るこ とが で きよ う。Colley牧 師 の場 合..「白線」を通過 す る

許 可 を船長 に求 めた際 に,狂 って るのか,と 言 われ るよ うに,社 会秩 序か ら

の逸脱 が認 め られ るが,そ れ以 上 に,船 首楼 に赴 いて赤道祭 で 自分 をなぶ り

もの に した水夫 たち にキ リス トの教 え と許 しを知 らしめる気持 が強烈 なので

あ った。聖界 か ら俗 界へ の"spiritualpassage"の 意 味 が こめ られ る。 また

Talbot自 身 もこの線 を通過 す るのだが,そ れ は"physicalpassage"と も称

すべ き類 の ものであ る。

Talbotが 「白線 」を越 えて船首部 へ赴 くの は,ま ず船の構造 を知 るため で

あったが,次 はZenobiaと 密 会す る場 所 を捜 すためで あった。結局,便 利 な

場所 が見 つか らず,自 分 の船 室 で彼 女 と抱 き合 うこ とにな る。 こ切 場 面 は,

既 に引用 した通 り海事用語 を掛 け詞 に使 って描 かれ ていたが,そ こで,相 手

のZenobiaを 征 服 す るた めの男性 としての武器 を"mysword","mycon-

queringsword"と 書 いていた(86頁 参 照)。 この性 的取 っ組 み合 い をTalbot

は"passagebetweenmeandMissZenny"(P.90)と 称 してい る。作者

Goldingは タ イ トル に 用 い た"passage"に,「 戦 闘,渡 り合 い」の 意 のtta

passageof〔at〕arms"を 掛 けて言葉遊 び を してい る,と 見 て よいで あ ろ

う。O.E.D.第 二 版 の"Passage"の 項,III。13.c.に そ の`fig.'と し て"a

verbalaltercationordispute"の 次 に,"anamorousfenceorencounter"

とい う語義説 明が ある。

前 者の 「言葉のや りと り」 は,船 長室 で行 われ る。 牧師 自殺 の原因 につ い

ての取 り調 べ に関連が あ る と思 われ る。 この時の ことをTalbotは"Ifound

thatthefirstpartofthemomingwastobepassedinanenquiry."(p.

248)と 記 してい るが,証 人 のRogersが,船 長 に"Buggery"の こ とだ と詰 め

寄 られ て,"ShallIbeginwiththeofficers,sir?"と 答 えた所 で この査 問

会 は打 ち切 られ る ことになるわ けで,こ の取 り調べ も一つ の"riteofpas-

sage"と 言 えよ う。

後 者 の語 義 は,Zenobiaに 対 す るTalbotの 口説 き と性 的攻 撃 に関連 して

い る。俗人Talbotに と って,赤 道祭 とい う通 過儀礼 は"sexualrite"と い う

意 味 を持 う こ とにな ったわ けだが,実 は聖職者Colleyに とって も性 的意味 が
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与 え られ てい る。牧 師 自身 が掛 け詞 として用 い てい る と妹 に書 いた"trans-

port"は,彼 が抑圧 して いた 同性愛 的性 向 を暗示 していて,赤 道 祭 によって そ

れ が意識化 され る ことにな り,Colley牧 師 は未知 な る自分 を発 見す る「航海 」

を体 験 する こ とにな るので ある。

(4)

Colleyが,"amusing`paranomasia'"が あ るよ,と 記 した"transport"と

い う語 が使 われ るの は,次 の ような状況 にお いてであ る。Colleyは 自分 の船

室 の前 で,高 級士 官のDeverelとCumbershumと が 手紙(実 はZenobiaの 恋

文)を 渡 せ,渡 さないの 口汚 い 口論 をや っているの を諌 めよ う とす るのだが,

Deverelに 「引 っ込 んで ろ。 さ もない と船長 の所 へ連 れ て行 くそ」 とお どさ

れ,怯 えてす ぐに部屋 に戻 る。 牧師 としてふ さわ しい服装 を しないで姿 を見

せた こ とを後悔 し,汗 をか きなが ら牧師 の服 を身 につ けるのだが,そ の時,

聖 書 をすっ と開 く。神 の しもべ として問題 の ある行 為 なのだが,一 種 の 「占

い 」,`(consultationoftheoracle"を 実 行 し た の で あ る 。 彼 の 目 が と ま っ た

言葉1,「 歴 代 志 略」下 巻 の第8章7-8節 の"TheHittites,andthe

Amorites,andthePerizzites,andtheHivites,andtheJebusiteswhich

werenotofIsrae1"と い う件 であ った(P.223)。Colleyは 不 遜 に もAn-

derson船 長,Deverel,Cumbershum両 士 官 を,こ の 「イスラエル の子 孫 に

あ らざ る」人 たち と同 じ類 に して しまう。悪 い ことを した と思 った彼 はひ ざ

まず き,"forgiveness"を 乞 うが,そ の あ と次 の よ うに書 いたので あ る。

 I record this trivial offence merely to show the oddities of be-

haviour, the perplexities of the understanding, in a word, the 

strangeness of this life in this strange part of the world among 

strange people and in this strange construction of English oak 

which both transports and imprisons me! (I am aware, of course, 

of the amusing "paranomasia" in the word "transport" and hope the 

perusal of it will afford you some entertainment!) (pp. 223-24)

この一 節 を一読 して気 づ くこ とは"strange"の 繰 り返 しであ る。船 の社会

の中 で嫌 われ,疎 外 されてい る立場 にある ことへ の戸 惑 い と孤独 感 をColley
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は妹 に伝 えよ うと してい る。12と 同時 に,決 して"trivial"と 片 付 ける こ とは

で きな い"offence"を 行 った こ とへの困惑 が,自 分 と自分 を取 りま く人々 の

奇妙 な振舞 い,混 乱 した思 考,異 様 さに対 す る不安 と重 な ってい る。

GoldingはColleyを"humble"で"meek"な 牧 師 と して造 型 して は い な

い。乗 船 して間 もない,ま だ船長 との確執 が始 まる前,水 平線 に見知 らぬ船

の帆 が消 えてい くの をぼんや りと見 つ めていた時,Col這yは ふ と,そ れが敵

船 で 自分 たちの船 を襲 い 自分 が勇敢 に戦 ってい る空想 に耽 ってい るの に気 づ

く。Colleyは そ ん な自分 を反省 して,"Thesinwasvenialandquickly

acknowledgedandrepented"(P.188)と 書 き記 して いるが,"England's

Hero"のNelson提 督 の傍 らで戦 い"fame"を 得 るこ とを時 々 「夢み てい る」

の を 認 め て い る。Goldingは,ConradのLordJimの よ う に,"day-

dreaming"に 陥 り易 い,自 己拡 大の想像力豊 か な人 間 としての一面 をColley

に 付 与 してい るのであ る。

Anderson船 長 との 行 き違 いが ひ ど くなって,三 度 目の 会 見 で船 長 の ふ

るった腕 が肩 にあた り,そ の腕が小柄 なCollyの 顔 にぶ つか ってCollyが 倒

され る出来 事が お こる。彼 は船 長の ことを"anenemytoreligion"と 考 え,

"Ohwhataspottedsou1!"と 裁 断 を下 すので あるが
,救 世主 の キ リス ト

も迫害 にあ った ことを思 いなが ら次 の ように手紙 に した ためて いる。

12.こ の疎まれている自分の立場への認識は,赤 道祭で"jest"の 的 となり,人 前でシャ

ツー枚にされて汚水 ・汚物に浸された時極限に至り,牧 師のColleyは"Iwasthe

foe!"と いう"awfultruth"の ために血も凍る思いをする(PP.237-38)。

It is true I had been foolish and was perhaps an object of scorn and 

amusement to the officers and the other gentlemen with the 

exception of Mr Talbot. But then  — and I said this in all 

humility ---- so would my Master have been! At that I began to 

understand that the situation, harsh and unjust as it might seem, 

was a lesson to me. He puts down the mighty and exalteth the 

humble and meek. Humble I was of necessity before all the brutal 

powers which are inherent in absolute command. Meek, therefore, 
it behoved me to be. My dear sister ---- 

 Yet this is strange. Already what I have written would be too
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Colleyの 英 雄願 望 と活発 な想像力 は,彼 が 自分 をキ リス トと同一視 して殉 教

者 の立場 に身 を置 くこ とを準備 して くれて いた のであ る。Colleyは 殉 教 者の

ヒー ロー となる ことによって,ま たキ リス トと同 じ高 みか ら船長 たちの上 に

あ る ことを信 じてみ じめな 自分 を救済 し,自 分 を辱 めた人 々 に慈悲 を施 そ う

と したので ある。 彼が船長,Deverel,Cumbershumを 「イス ラエ ルの子孫

にあ らざる」人 たち と裁断 した時,キ リス トに帰 さるべ き位 置 に自分 を置 い

た の であ って,"trivial"と 片 付 け られ な い"sin"の 行 為 に立 ち 入 った の で

あった。

Colleyは"theodditiesofbehaviour"と い う表現 を記 す5頁 ほ ど前 に,

形 容 詞"odd"を 用 いて いる。 それ は,"〃 名yyounghero"の ハ ンサム な水 夫

BillyRogersに 見 とれて,"mykingdomoflobby,cabinandwaist"(P・

217)に お いて 自分 が"dethroned"し"anewmonarch"と してBillyを 王 座

にす えよ うと空想 した時の こ とであ る。13彼 は"Ihadanoddfancy"(P.

217)と 書 いて いる。 そ して更 に この 「王」に仕立 てた若者 の前 に"kneel"し

た い と思 い,"OURSAVIOUR"の 前 へ 彼 を連 れ て い た きた い とい う"a

passionatelonging"を 抱 くので ある。さすが に"Igrowfanciful"と 記 して

い るが,こ の美少年 を自分 の物 に したい とい う性 的欲望 の意 識化 を抑 えよ う

としてい るので あ る。

Colleyの"strange(ness)"の 繰 り返 しに は,自 分 に理解 しが た い,異 様 な

自分 の 内面 への 不安 が窺 え るの で あ るが,そ の繰 り返 しに よって 同時 に
"trivial"と は いえな い"offence"を 行 う不 可解 な自分 を静 め よう として い る

。

彼 が妹 に対 して カッコで くくって補 足 した部 分 は,言 葉遊 びで気 分 を軽 くし

よ う とす る もの で あ る。 しか し,"paranomasia"が 楽 し い よ,と 挙 げ た

13.Colleyは"kingdom"を 多用しているがその背後には,キ リス トの原意 「油をそそ

がれた者」(ヘ ブライ語の 「メシア」,つ まり●イスラエルの王)か ら見て,彼 が自分を

救世主 と同一視 している気持ちが潜んでいる。

painful for your  — for her — eyes. It must be amended, altered, 

softened; and yet ---- 

 If not to my sister then to whom ? To THEE ? Can it be that 

like THY saints of old (particularly Saint Augustine) I am addressing 

THEE, OH MOST MERCIFUL SAVIOUR ?(p. 208)
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"transport"は
,い わ ば"dramaticirony"と し てColley自 身 に は ね 返 っ て

く る よ う に 作 者Goldingは 仕 掛 け て い る の で あ る 。

(5)

「勿 論 僕 は,"transport"と い う 語 に 面 白 い"paranomasia"が あ る こ と に

気 付 い て い る し,君 が そ の 語 を 吟 味 し て み る と結 構 楽 し め る の じ ゃ な い か と

思 う よ 」 と い う妹 へ のColley牧 師 の 書 き 足 し は,確 か に 彼 の 言 葉 へ の 関 心

を 表 し て い る 。 そ の 興 味 は,そ の よ う に 書 い た 直 後 に 手 鏡 で"myappear-

ance"を 見,女 性 は 同 じ よ う に 鏡 を 使 っ て"self-admiration"の"art"を 用 い

る の か と記 し た 後,"lnmyowncase,ofcourse,Iusethewordinits

originalsenseofsurpriseandwonderratherthanself-satisfaction!"

(p.224)と 註 釈 を 加 え て い る こ と に も窺 え る 。 更 に,船 酔 い の た め に ひ げ を

そ れ な か っ た と書 く時,"nausea"に つ い て"thewordindeedderivesfrom

theGreekwordforaship!"(p .225)と 語 源 説 明 ま で 行 っ て い る 。14

JohnsonのADictionaryoftheEnglishLanguage(1755)で"transport"

を 今 一 度 「吟 味 」 し て み る と,ま ず,"1.Toconveybycarriagefrom

placetoPlace"と あ り,Colleyが 船 で オ ー ス ト ラ リ ア に 運 ば れ て い る こ と

を 指 す わ け で,Talbotが 「航 海 」の 意 で 用 い て い る"passage"に 相 当 し て い

る 。 と 同 時 に,既 述 し た よ う に,"imprisonsme!"と い う 句 の 連 想 か ら,

"2
.Tocarryintobanishment:asafelon/3.Tosentenceasa

felontobanishment"が 掛 け ら れ て い る 。 因 み にO .E.D.第 二 版 を 見 る と,

2.c.に"Tocarryawayorconveyintobanishmentasacriminalora

slave;todeport"と あ り,そ の 定 義 と重 な る の で あ る が ,2.a.で は"Sc.

Ch・Totranslate(aminister)fromonechargetoanother"の 語 義 が

14.も とも と言葉 へ の 関 心 の強 いTalbotは,Colleyの 手 紙 を読 ん で"paranomasia"と

い う語 を知 る と,早 速 日誌 の 中 で用 い る。 それ はColleyの 葬 式 の後 の こ とで,"Now-

thepoorman'sdramaisdoneandhestandsthere ,howmanymilesdown,on

hiscanonballs,alone ,asMrColeridgesays,all,allalone."と 記 した後,Colley

の ドラ マか ら 日常 の 珀 未 な事 柄 に戻 るの は"adifferentsortofbathos"と 述 べ
,す

ぐ次 の よ うに補 足 して い る 一"yourlordship,asColleymightsay ,willnote

theamusing`paranomasia'"(P .264)。Colleyの"nausea"説 明 と同 じ よ う に,

Talbotは,"bathos"が 海 の 底 を暗 示 す る"depth"の 意 の ギ リシア語 を源 と して い る

の に後 楯 の注 意 を向 け た の であ る。
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あ って(初 出の例 は1637-50RowHiSt.Kirk.),案 外 に牧師 のColleyは そ

れ を も匂 わせ ていたのか もしれ ない。 「吟味」 した ら"someentertainment"

を この"amusing"な 単 語 か ら得 られ る と妹 に述 べ てい る こ とか ら判 断 す る

と,美 少 年,美 男 子 に弱 い この兄 は,Johnsonの 次 の二 つの語義"4.To

hurrybyviolenceofpassion/5.Toputintoecstasy;toravishwith

pleasure"を も無 邪気 に掛 けて いたの は間違 い ないであ ろ う。

Anderson船 長 に 忌 み 嫌 わ れ たColleyは,同 じ 階 級 の"1adiesand

gentlemen"か ら挨拶 のお返 しを して貰 えな くな り,自 分が 自由 に動 ける「ロ

ビー と船 室 と上 甲板 中央部 」を,既 に述 べ たよ うに,"mykingdom"に 仕 立

て,船 首楼 の平 の水夫 の中で特 に美 しい,"anarrow-waisted,slim-hipped

yetbroad-shoulderedChildofNOPtune"(P.216)のBillyRogersを,

その王座 にす え,そ の前 に"knee1"す る こ とを夢 想 したのであ った。 だが,

Colleyが この美 しい水夫 よ り も先 に王 座 にす えたか ったの はハ ンサ ム な貴

族 の青年Talbotな の で あ る。

階級意 識 は強 いが宗教 に熱心で ないTalbotは,低 い身分 出身 のColley牧

師 を嫌 い,近 付 かれてペ コペ コされ ると我慢 で きない苛立 ち を感 じる程 なの

だが,キ リス ト教 にすべ ての人が服 す るの は当然 と思 い込 んで い る,こ の見

か け に弱 い牧 師 は,Talbotを"onetruegentleman"と 考 え,"atrue

friendtoreligion"と 信 じる。Talbotを キ リス トに対す る如 くに崇 める讃

美 の裏 には,女 性 よ りも男性 に愛情 を感 じるColleyの 性 向が存在 して いて,

そ れ は,食 中 毒 で ふ せったTalbotを そ っ と訪 ね て,意 識 もう ろ う と した

Talbotの 手 にさわる場 面 には っき りと現れ てい る。

I did dare to cross the lobby softly and knock, but there was no 

reply. Daring still further I lifted the latch and entered. The 

young man lay asleep, a week's beard on his lips and chin and 

cheeks ---- I scarce dare put down here the impression his slum-

bering countenance made  on me it was as the face of ONE who 

suffered for us all and as I bent over him in some irresistible 

compulsion I do not deceive myself but there was the sweet aroma 

of holiness itself upon his breath! I did not think myself worthy of 

his lips but pressed my own reverently on the one hand that lay 

outside the coverlet. Such is the power of goodness that I with-
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drewasfromanaltar!(p.212)

Talbotを 人 のた めに十字 架 にかか ったキ リス トに見 たて た り,"holiness",

"reverently"
,"altar"と い った宗教 色の濃 い言葉 を使 ってはい るが,Colley

の 筆 使 い は悩 ま し く,色 っぽ い。 この 場 面 か ら10頁 ほ ど先 でColleyが

"transport"に 掛 け詞 の楽 しい遊 び が あ る と妹 へ 書 いて い るの を読 む時
,

Goldingが 性 的 内包 を この語 に与 えて いるのは間違 いない。 更 に,私 たち読

者 は,100頁 ほ ど遡 って,Colley牧 師 が悪魔 の飲 み もの,ラ ム酒 に酔 って,公

衆 の前で"Joy!"と 叫 び,立 小便 を した場 面 を思 い起 こすであ ろ う。

Talbotは 何 が起 こってい るの か を知 らないで,そ して彼の 日誌 を通 しての

みColleyを 見 て いた私 た ち読 者 も彼 と同 じ位 置 にい て船 首楼 で何 が あった

のか を知 うな いま ま,Colley牧 師 が若者 に抱 きか かえ られ て船首 楼 か ら泥酔

した姿 を見 せ た 時,あ きれ て びっ くりす る。牧 師 はす べ て の 人々 を"em-

brace"す る よ うに両手 を さしのべ て"Joy!Joy!Joy!"と 叫 ぶので ある。こ

の叫び はConradの 『闇 の奥』 にお けるKurtzの"Thehorror!Thehor-

ror!"と い う自己認 識 の言葉 を思 い出 させ る。語 り手Marlowは この2回 の

叫 び を,そ れ は息 たえだ えの さ さや きだったの だが,"awhisperatsome

image,atsomevision"だ っ た とし,"ajudgmentupontheadventures

ofhissoulonthisearth"だ と言及 して い る。15Colleyは,Kurtzの よ う

に,自 分 自身の裡 にひそん でい る,今 まで意識化 して いなか った,知 らない

自分 を認 めたので ある。

Colleyを 船 首 楼 か ら抱 きか か えて連 れ出 した水 夫 は,査 問 の時 にTalbot

が 知 る よ うに,左 頬 にひ っか き傷 は あ る もの の"handsomeface"のBilly

Rogersで あ った。この水夫 に対す る審 問 での,"beastliness","buggery"と

い った言葉 のや りとり(PP.253-55),ま た彼 が仲間 に,牧 師 に初 めて"chew"

され た と も ら して いた(p.273)と 知 る時,Colleyが 美 しい水 夫 の前 に

"kneel"し て"putintoecstasy"に な
って いた ことが明 らか とな る。 作者

Goldingが"transport"と い う語 の"paranomasia"に 仕 掛 けた劇 的 ア イ ロ

ニーの矢 はColleyの 胸 に突 きさ さって い くので ある。 言葉 で直 接的 に描か

15.HcartofLlarkness(W.W.Norton&Company,1971),P.71。 この中編 とRites

OfPassageと の類似は,DonCromptonがAViewfromtheSpireの 中で指摘して

いる(134-35頁 参照)。



16吉 田 徹 夫

れ な いColleyとBillyRogersと の"fellatio"行 為 は,TalbotとZenobia

との 行為 とパ ラレルにな っていて,そ れ も一 つの"passage(ofarms)"と

言 えるであ ろう。

(6)

Colleyは 一 切 の飲 み もの,食 べ もの を断 ち,死 を迎 え,水 葬 にふ され る。

その葬式 は"sadceremony"と 言 及 され てお り,"pass"に"die"の 意 味 が掛

けられ,葬 式 も一 つの"riteofpassage"と な って いる。Talbotは,Co11ey

に死 を決意 させた もの を考 え,牧 師が垣 間見 た 「地 獄」 を"thelowesthell

ofself-degradation"と 呼 んで,そ の精神的落 下 を次 の ように記 述 してい る。

Colley牧 師 の"spiritualpassage"は キ リス トと一 緒の航海 で あった。美 少

年Rogersと の 同性 愛行為 に快 楽 を知 ったColleyは,「 イス ラエル の子 孫 に

あ らざ る」 と裁 断 した船長 た ち と同 じよ うに,自 分 自身が キ リス トと同席 で

きる人 間で はない こ と,救 われ る もので はない と認識 したの であ る。彼 の 自

己認識 の航 海 は垂 直的 とい える落下 の"passage"で あ った。

峻厳 な 自己処罰 に到着 したCo11eyの 精 神 的航海 に比べ れば,Talbotの そ

れ は水 平 的 で あ る。確 か にColleyと 接 した こ とで,"Mencandieof

shame"と い う人 間 について新 た に考 え る ことはする ものの 自己反省 は弱 い。

Prettiman'とGranham嬢 とが牧師 の葬 式の後 で交 す会話"Letus

hopeheIearnsintime,then!","Despitethedisadvantageofhisbirth

andupbringing,ma'am,heisnotwithoutwit."を 耳 に はさんだ時,

そ れ が 自分 の こ と を言 って い る の だ とい う こ とが わ か ら な い。彼 ら の

"disadvantage"の 使 い方 が
,自 分の価値 基準 と異な る ことを認識 して いない

Just as his iron-shod heels shot him rattling down the steps of the 

ladders from the quarterdeck and afterdeck to the waist; even so a 

gill or two of the  fiery ichor brought him from the heights of 
complacent austerity to what his sobering mind must have felt as 

the lowest hell of self-degradation. In the not too ample volume of 
'man's knowledge of Man , let this sentence be inserted. Men can 

die of shame.(p. 278)
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の であ る。Talbotの 自 己満足的優越感 が皮 肉 られ,彼 の精 神的成長 が不十 分

であ るこ とが明 らか とな るが,作 者 は一方 で彼が めざめ よ うとして いる こ と

を匂 わせ てい る。

TalbotはColleyの 手 紙 を読 んで,"themostgentlemanlikeofficer"と

判 断 したDevere1が 牧 師 をなぶ りもの に した 当人 であ る ことを知 る。更 に こ

の士官 がAnderson船 長 を中傷 す るの に 自分 を利 用 しよ う と して い るの を

知 った時,Talbotは 自分 も彼 と"like-minded"で は なか った か と"shame"

で顔 を赤 らめ る(p.269)。 彼 は万一Zenobiaが 妊 娠 す る こ とが あった ら

Colley牧 師 と くっつけて,"apossibleembarrassment"を 回 避 しよう と考

えた ことが あったのだ。 この 自己認識 には彼 の精 神的成 長の可能性 が示 され

て いる と言 えるだ ろう。彼 は日誌 を次 の よ うな文で締 め くくってい る 一

人間 とい う"monster"を 知 る航 海 には狂 気が つ きもの で,目 的地が な いこ と

をTalbotは 予 感 して いるのか も しれな い。

With lack of sleep and too much understanding I grow a little 

crazy, I think, like all men at sea who live too close to each other 

and too close thereby to all that is monstrous under the sun and 

moon.(p. 278)
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